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域の年間総流量l 兆m3, 渇水流量8,000 10,000m3/s
で最小値6,000mツsである。源流の位置は，1976年と
1978年の調査により， 青蔵高原の各拉丹冬雪山（グ

















































































（宜昌で最大流量 ：86,000mツs) , 1860年（同じ く
















慶まで 1 万トン クラスの航行が可能となるなど長江
の治水 • 利水に大きく貢献するとされている。しか
し，ダム上流の水位は，100m以上上昇し，数々の歴
史的遺跡，景観が一変すると言われている。
船は長江の両岸を横断する葛洲覇ダムにいたる。
高さ70m, 長さ2,600mのこのダムにより，豊水期
3,000ト ン，低水期1,000ト ンの船の航行が可能となっ
た。また，270万kWの発電量を有する。船はこの間
門に入り30m降下して再び下流を航行した。
このダムの下流に宜昌がある。宜昌は，2500年の
歴史を持つ町で，現在は鉄道，水上，陸上及び航空
輸送の要である。この付近の河水面は，海のように
広大である。
武漢は，宜昌の下流630kmにある人口600万人を越
える町で左岸の漠江，漢陽，右岸の武洲からなり，
鶴への親切により大金持ち となった善良な爺さんの
伝説があり，著名な詩人が数多く 訪問した黄色で五
層の黄鶴桜が貸える。近年では，辛亥革命蜂起の地
でもある。左右岸を結ぶ長江大橋は，多くの車が走
っており，この橋の完成により経済活動は一 層発展
したとされている。
4 . おわりに
ここで長江の旅は，終わる。21世紀を間近に望に長
江流域には，巨大な三峡ダムをはじめ高速道路の整備，
産業の立地等 の巨大プロジェ クトが進められている。
自然景観・ 環境との調和を計りながら水資源の宝庫と
しての長江流域が発展することを祈りたい。
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